
図1 弁類等を用いた管路の状態監視 

１． はじめに 

現在、多くの水道事業体が、広域連携による効率化やダウンサイジング等の水道施設の再構築に取り組ま

れている。こうした中、これまで以上に管路および管内情報をきめ細かに把握・分析し、計画検討や各種改

善に生かすことができれば、それらの取組みはより効果的なものになると考えられる。 

そこで、筆者らは地上から管内へのアクセスポイ

ントとして、図1に示すように埋設管路に多く設置

されている弁類等の活用を検討した。具体的には、

センサー搭載型水道用バルブやセンサー後付け機

器（既設管用）を設けることにより多点測定を実現

し、それらのデータを活用することにより維持管理

業務（状態監視、諸問題への対応向上、水質改善）

の効率化に貢献するものである。このたび、センサ

ー搭載型ソフトシール仕切弁（以下、ソフトシール

弁）を開発し、評価試験で良好な結果を得たので、

その成果を報告する。 

 

２． 開発品の概要 

2.1 機器の構成 

ソフトシール弁にセンシング機能を搭載した開発品の構成を図

2 に示す。管内情報測定用のセンサーを弁上部に設けた専用スペ

ース内（センサー設置部）に配置し、バルブボックス内（内径

500mm以上）での交換、メンテナンス作業が可能な構造とした。

センシングしたデータは、バルブボックス内に設置した通信端末

装置から携帯電話回線を用いてクラウドサーバに通信可能とした。

センシング機器、通信端末装置の電源は、通信端末装置内に格納

したバッテリーを適用し、商用電源が不要なコンパクトサイズと

した。 

2.2 センサーユニットの構成 

 センサーユニットは、弁箱に設けた設置孔から管内に挿入し、流体情報

を直接センシングすることができる（図 3）。適用可能なセンサーは、流

速センサー、水圧センサー及び温度センサーであり、必要なセンサーを任

意に組み合わせることができる。センサーユニットの交換は、本体に設置

した流体閉止部材で内部流体を閉止することにより、水圧下で行うことが

可能である。 

図2 開発品の構成 
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条　件

0.18、0.30、0.45
低流速域 0.05、0.09
中流速域 0.5、1.0
高流速域 2.0、3.0

10、15、20
1

流速
（m/s）

項　目

水圧（MPa）

水温（℃）
測定･通信頻度（回/分）

項　目 条　件
水　圧 1.6MPa

作業スペース d=500mm、L=800mm
作業位置 鉄蓋上面より実施

○：合格
検証項目 判定基準 判定

①交換作業時間20分以内 ○
作業性 ②外部漏水が交換作業に支障がないこと

（漏水量：100mL/分以下）
○

試験条件 判定基準 判定 試験条件 判定基準 判定 試験条件 判定基準 判定 試験条件 判定基準 判定

0.05 〇

0.09 〇
0.5 〇
1.0 〇
2.0 〇
3.0 〇

注1）精度比較用機器の結果に対するセンシング結果の誤差により判定。

〇

〇

1

データ
通信

成功率
99%以上

○0.3 〇
誤差

5%未満

15 〇

0.45

0.18

誤差
1%未満

〇
誤差

0.02m/s
10

誤差
1℃

〇 20

○：合格
水圧（MPa） 流速（m/s） 水温（℃） 測定･通信頻度（回/分）

３． センシング・通信検証試験 

3.1 試験条件 

センシング精度と通信性能の検証のため、ソフトシール弁試験機（図 4）内部の水圧・流速・水温を任意に

変化させ、通信端末装置からセンシングデータを通信する試験を行った。試験条件は表 1 に示すとおりとし

た。 

 

 

 

 

 

 

3.2 試験結果 

試験結果を表 2に示す。全ての項目で測定結果は判定基準を満たしており、精度に問題がないことを確

認した。また、測定したデータが 1分毎に漏れなくクラウドサーバに送信されていることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

４． センサー交換試験 

4.1 試験条件 

検証試験は、試験機の上方にバ

ルブボックスと同じサイズの筒状部

材を設置し、表 3に示す条件でセン

サー交換を行った（図 5）。 

4.2 試験結果 

試験結果を表 4 に示す。センサー交換時の外部漏水、交換作業時間は

判定基準を満たしており、道路上（鉄蓋上面レベル）から問題がなくセンサ

ーの交換ができることを確認した。 

 

 

 

 

５． おわりに 

 今回の検証により、弁類の設置箇所から管内の水理情報をセンシング・通信できること、センサーをバル

ブボックス内で交換できることを確認した。今後、センサーを搭載可能な機器の拡張及び水質センサーの

適用を検討し、多点測定とデータの有効活用を実現することにより、維持管理業務の効率化に貢献していく

所存である。 

表 1 検証試験条件 

管内情報をセンシング・通信可能な水道用バルブの開発 

表 3 センサー交換試験条件 

表 4 センサー交換試験結果 

表 2 センシング検証試験結果 

図 4 ソフトシール弁試験機 
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図 5 センサー交換試験 


